
◆ 

周
南
市
：
市
民
活
動
促

進
事
業
及
び
議
会
運

営
と
改
革
に
つ
い
て

　

市
民
活
動
と
は
、
不
特

定
多
数
の
人
々
の
利
益
や

地
域
住
民
の
生
活
及
び
地

域
社
会
の
維
持
・
発
展
を

目
的
と
し
て
行
う
非
営
利

で
自
主
的
な
活
動
を
い

い
、
共
に
活
動
す
る
楽
し

さ
や
社
会
に
役
に
立
っ
た

り
す
る
喜
び
を
感
じ
る
生

き
が
い
の
場
で
あ
り
、
こ

の
活
動
の
促
進
の
指
針
で

は
、
市
民
活
動
が
活
発
に

展
開
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
に
「
助
け
合
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
が
形
成

さ
れ
、
魅
力
と
活
気
の
あ

ふ
れ
る
市
民
自
治
文
化
が

創
造
さ
れ
る
と
し
て
お

り
、
こ
れ
を
進
め
る
た
め

に
は
５
つ
の
取
り
組
み
か

ら
な
り
、
そ
の
主
な
事
項

と
し
て
は
、
活
動
情
報
発

信
、
グ
ル
ー
プ
バ
ン
ク
事

業
の
普
及
・
拡
充
、
市
民

活
動
の
助
成
制
度
の
検

討
・
実
施
、
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
座
の
開
催
、
市
政
へ

の
市
民
参
加
促
進
等
を
段

階
的
に
取
り
組
み
効
果
を

上
げ
て
い
る
。

　

議
会
運
営
と
し
て
は
、

本
会
議
は
、
９
時
か
ら
17

時
ま
で
、
会
派
質
問
の
実

施
（
３
月
定
例
会
・
所
信

表
明
あ
る
定
例
会
）、
一

般
質
問
（
答
弁
時
間
含
み

60
分
）、
予
算
決
算
の
審

査
は
、
会
派
か
ら
選
出
し

た
委
員
で
構
成
す
る
「
予

算
決
算
委
員
会
」で
行
う
。

議
会
改
革
に
つ
い
て
は
、

キ
ー
ワ
ー
ド
は
公
開
・
対

話
で
あ
る
。

　

議
長
立
候
補
制
の
導

入
、
議
長
・
副
議
長
の
資

産
公
開
と
議
員
の
所
得
報

告
書
の
提
出
、
委
員
会
懇

談
会
（
ミ
ニ
コ
ン
）
制
度

の
創
設
・
開
催
等
の
実
施

を
し
て
い
る
。
議
会
基
本

条
例
は
制
定
し
て
い
な

い
。

　

７
月
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
議
会
で
は
開

か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
、

４
月
22
日
か
ら
24
日
ま
で

市
内
９
会
場
で
『
市
民
と

議
会
と
の
春
の
懇
談
会
』

を
開
催
し
、
市
民
の
皆
様

１
２
８
人
（
う
ち
女
性
20

人
）
に
参
加
い
た
だ
き
90

件
も
の
貴
重
な
ご
意
見
、

ご
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
内
容
を
議
会
運

営
委
員
会
で
慎
重
に
協
議

し
、
要
望
書
を
遠
野
市
議

会
と
し
て
市
長
に
提
出
い

た
し
ま
し
た
。
要
望
内
容

の
主
な
も
の
は
次
の
と
お

り
で
す
。

要
望
事
項

１
．公
衆
ト
イ
レ
の

　

  

整
備
に
つ
い
て

　

介
護
者
が
男
性
で
あ
る

か
、
女
性
で
あ
る
か
に
関

わ
ら
ず
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
多
目
的
ト
イ
レ
の

整
備
の
必
要
性
が
、機
関
、

団
体
の
検
証
で
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
車
社
会
に
お
い

て
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

の
行
動
範
囲
が
広
く
な
っ

て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
方

が
気
軽
に
利
用
で
き
る
機

能
的
な
ト
イ
レ
が
市
内
に

整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

知
れ
渡
る
こ
と
に
よ
り
、

人
の
流
れ
が
変
わ
る
こ
と

も
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

釜
石
自
動
車
道
の
開
通

に
よ
り
遠
野
市
内
に
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
機
能
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
や

障
が
い 

者
に
や
さ
し
い
公

衆
ト
イ
レ
の
整
備
に
取
り

組
ま
れ
る
よ
う
要
望
し
ま

す
。

２
．野
生
鳥
獣
害
対
策

　  

に
つ
い
て

　

農
作
物
に
お
け
る
シ
カ

被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、

「
平
成
25
年
度
市
民
と
議

会
と
の
春
の
懇
談
会
に
よ

る
要
望
」
に
お
い
て
、
す

で
に
要
望
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
新
た
な
課
題

が
発
生
し
て
き
て
い
る
こ

と
か
ら
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
も
取
り
組
ま
れ
る
よ

う
要
望
し
ま
す
。

◇
農
作
物
の
被
害
だ
け
で

は
な
く
、
山
林
に
対
す
る

被
害
も
拡
大
し
て
お
り
、

水
源
へ
の
影
響
も
深
刻
と

思
わ
れ
る
。
特
に
、
仙
人

峠
方
面
の
水
源
は
減
少
傾

向
に
あ
る
の
で
な
い
か
と

の
情
報
も
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
早
急
な
調
査
が
必
要

と
考
え
ら
れ
る
。

◇
行
政
の
シ
カ
被
害
対
策

は
、
農
業
被
害
に
対
す
る

電
気
牧
柵
の
設
置
な
ど
限

定
的
な
対
策
に
留
ま
っ
て

お
り
、
山
林
被
害
に
対
す

る
対
策
も
含
め
取
り
組
ま

れ
る
こ
と
。

◇
駆
除
し
た
シ
カ
の
肉
を

有
効
に
活
用
す
る
た
め
、

処
理
施
設
の
整
備
が
望
ま

れ
て
い
る
。

◇
天
然
記
念
物
で
あ
る
ニ

ホ
ン
カ
モ
シ
カ
に
よ
る
被

害
も
増
え
て
お
り
、
対
策

を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

３
．震
災
の
被
災
者

　  

支
援
に
つ
い
て

　

仮
設
住
宅
に
入
居
し
て

い
る
東
日
本
大
震
災
の
被

災
者
が
、
市
営
住
宅
に
入

居
で
き
る
よ
う
な
支
援
体

制
を
講
じ
る
必
要
が
あ

り
、
要
望
し
ま
す
。

市
民
の
声
を
市
政
へ

 

〜
要
望
書
を
提
出
〜

〔
視
察
日
程
〕

　

７
月
１
日
〜
３
日

〔
視
察
研
修
先
〕

　

山
口
県
萩
市

　

山
口
県
周
南
市

〔
参
加
議
員
〕

　

菊
池
民
彌

　

安
部
重
幸

　

浅
沼
幸
雄

　

菊
池
由
紀
夫

　

瀧
本
孝
一

◆ 

萩
市
：
環
境
に
や
さ
し

い
観
光
地
づ
く
り
（
電

気
自
動
車
の
急
速
充

電
器
整
備
）
に
つ
い

て
　

萩
市
は
、
国
が
、
２
０

２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
ま
で
に
電
気
自
動
車

の
普
及
を
新
車
の
15 

〜
20

％
を
見
込
ん
で
い
る
こ
と

を
受
け
、
市
内
７
ヶ
所
の

道
の
駅
等
の
利
便
性
の
向

上
や
、
平
成
27
年
か
ら
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
花

燃
ゆ
」の
放
映
等
に
向
け
、

観
光
客
の
誘
致
を
図
る
た

め
に
、
市
内
７
ヶ
所
に
電

気
自
動
車
急
速
充
電
器
の

設
置
を
行
っ
た
。
設
備
費

用
に
つ
い
て
は
、
国
の
補

助
や
自
動
車
４
社
の
支
援

を
受
け
市
財
政
に
負
担
の

か
か
ら
な
い
設
備
を
図
っ

た
。

環
境
に
や
さ
し
い

　
　
観
光
地
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

 

総
務
常
任
委
員
会
行
政
視
察
研
修

新田勝見議長から本田敏秋市長に要望書が手渡された

萩市役所に整備されている急速充電器

周南市役所での研修

7 6とおの議会だより とおの議会だより

要 望 書 提 出視 察 報 告


